Appendix 2 


JasPar 一 一 自動 車 制御 用 ソフ トウ ェ ア 
実装 と 車載 LAN の 標準 化 に 向け て 


柿原 安 博 
JasPar (Japan Automotive Software Platform and ソフ ト ウェ ア を 開発 し て きま し た . し か し 独自 仕様 は , CPU の 
Architecture) は , トヨ タ 自 動車 と 日 産 自動 車 が 中 心 と な り , 価格 , CPU な どの 部 品 調達 の 容易 性 , ソ フトウェア の 移植 性 な 
2004 年 9 月 に 設立 され た 車載 電子 制御 シス テム の ソフ トウ ェ ど に つい て , 国際 標準 と な っ て いる 通信 規格 と 比較 し て 決し て 
ア や ネッ トワ ー ク の 標準 化 お よび 共通 利用 を 目的 と し た 団体 で 優位 と は いえ ませ ん . 性 能 の 良い 悪い で は な く , いか に 多く 利 
す . 本 団体 は , 各 企業 に 会 員 と し て の 参加 を 募り , 運営 され て 日 され る か が 重要 だ と 考え て いま す . すなわち , 1 社 で は な く , 
いま す . 2004 年 11 月 に は 本 田 技術 研究 所 が 参加 し , 2006 国内 メー カ 各 社 が 協力 し 合っ て , 共同 で 開発 し た 仕様 な ど を 広 
年 4 月 現在 , 幹事 会 社 5 社 (トヨ タ 自 動車 , 日 産 自動 車 , 豊 通 く 世界 へ 発信 する こと で , 国際 的 な 影響 力 を 担保 し た いと 考え 
エレ クト ロニ クス , 本 田 技術 研究 所 , デン ソー), 正会員 43 て いま す . 
社 , 準 会 員 33 社 が 参加 する 団体 に な つて いま す . JasPar は , 
これ まで 自動 車 メ ー カ ご と に 異な っ て いた 基 峡 ソフ トウ ェ ア や 人 @ 水平 分 業 型 の 開発 へ 移行 する 必要 が ある > 
通信 仕様 な どの 非 競争 領域 を 会 員 企業 で 協調 し て 開発 する こと 利用 者 か ら 自動 車 へ の 要求 は , 基本 性 能 や 環境 性 能 , 安全 性 呈 
で , 開発 コス ト の 削減 と 品質 の 向上 を 実現 し た いと 考え て い 能 , 快適 性 能 な ど さ ま ざま で す . これ ら の 要求 を 満た す た め , 号 
ます . (筆者 ) 自動 車 は ECU 電子 制御 ユニ ッ ト ) と 呼ば れる , 一 種 の コン ビュ 
ー タ を 利用 し ます . これ ら の ECU は 制御 対象 と な る 電子 部 品 に 
日 本 の 自動 車 メ ー カ は , 質 の 良い 独自 仕様 や それ に 対応 し た 求め られ る 性 能 要 求 に より , 高 機能 化 , 融合 化 , 高度 化 さ れ て 
いま す . さら に , これ ら は 車載 LAN を 通じ て 相互 に 連携 する 


こと で , 要求 され た 性 能 を 実現 し ます . 結果 と し て , 制御 ソフ 


図 1 【 従来 の ECU】 較 
JasPar が 目 ざ す トウ ェ ア は 複雑 化し , その 開発 工数 は 爆発 的 に 増加 し て いま す . 
MA (人 0 現在 , ECU の 開発 工数 の 8 割 は ソフ ト ウェ ア 開 発 工 数 で あり , 
の ハー ド ウェ ア の 開発 工数 を 大 幅 に 上 回 っ て いま す . また , 自動 
専用 入出 力 処理 ソフ ト ウェ ア 
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サプライ ヤ 各 社 ご と 図 
個別 / 垂 直 統 合 型 の 開発 図 


専用 ハー ドウ ェ ア 較 
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国際 標準 化 活動 , 知 的 財産 権 , 実施 許諾 
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図 2 

組織 図 

詳細 は , JasPar の Web サ イト 
( https:/www.jasparjp/) を 参照 


監事 較 
( 日 産 自動 車 ) 較 


理事 会 凶 
(トヨ タ 自 動車 , 日 産 自 動車 , 豊 通 エレ クト ロニ クス , 本 田 技術 研究 所 ) 


事務 局 図 
( 豊 通 エ レク トロ ニク ス ) 


運営 委員 会 凶 


( 幹事 会 員 , ワー キン グ ・ グ ルー ププ 主査) 図 


【 JasPar の 理念 】 図 


JasPar 事 業 の 成果 物 よ り 生 じ る 
収益 の 分 配 に お いて , JasPar 事 
業 の 目的 実現 の た め に [ 価値 あ 
る 貢献 」 を し た 会 員 企 業 に 対し て , 
その 貢献 の 価値 に 応じ が ( 経済 
的 な ) 報 い 」 が 与え られ る べき で 
ある と いう 意味 に お いて 「 実質 的 
に 」 公平 な ルー ル で ある こと 図 


車載 LAN 図 
ワー キン グ ・ グ ルー プ 図 
( 幹事 会 員 , 正会員 , 学術 会 員 ) 困 


ツウ ド ウ 下 Z ロ 図 
ワー キン グ ・ グ ルー プ 凶 
| ( 幹事 会 員 , 正会員 , 学術 会 員 ) 


知 的 財産 較 
ワー キン グ ・ グ ルー プ 凶 
( 幹事 会 員 , 正会員 , 学術 会 員 ) 


FlexRay 配 策 図 


FlexRay コ ン フ ォ ー マ ンス ・ 


以 雪 キシ クロ クル ニ ジ 図 ワー キン グ ・ グ ルー プ 較 
( 幹事 会 員 , 正会員 , 学術 会 員 ) ( 幹事 会 員 , 正会員 , 学術 会 員 ) 図 


車 の 機能 向上 の た め の 主 要 な 部 品 と し て , 高級 車 で は 1 台 当たり 
70 個 を 越え る ECU が 利用 され て いる と 言わ れ て いま す . こう し 
た 中 , 車両 シス テム 開発 に お いて ECU の 搭載 の 限界 , ソフ トウ 
ェ ア 開 発 工数 の 増大 と いう 二 つ の 問題 が 顕在 化し て きま し た . 

これ ら の 問題 を 解決 する た め に は , 従来 の 垂直 統合 型 の 開発 
で は な く , 水平 分 業 型 の 開発 へ の 移行 が 必要 と 考え ます . 水平 
分 業 型 開発 に より , 共通 で 利用 で きる と ころ は ECU メ ー カ の 間 
で 共有 し , 専用 性 の 高い アプ リケーション を それ ぞ れ の ECU メ 
ー カ が 提供 する こと で , ソフ ト ウェ ア の 再 利 用 を 促し , 開発 工 
数 を 削減 し よう と いう も の で す . 


目 


@ 現在 の 活動 は FlexRay 実装 の 検討 が 中 心 
JasPar は 各 ECU メ ー カ の 間 で 共通 に 利用 で きる ソフ トウ ェ 
ア を 標準 化す る " 場 "” と し て の 役割 を 担う た め に 設立 され まし た . 
JasPar で 検討 する 標準 化 の 活動 領域 は , CPU, 汎用 OS, 通 
信 ミ ド ルウ ェ ア , 検証 手法 , 開発 ツー ル な ど , 多く の シス テム 
で 利用 可能 な 汎用 部 品 で 図 1)、 ハー ド ウェ ア , ソフ トウ ェ 
ア , 設計 ・ 検 証 手法 な どの 非 競 争 領域 を 対象 と し て いま す . 
現在 の 活動 は , FlexRay 通信 に つい て の 検討 を 開始 し て いま 
す . その た め , 現在 の JasPar の 多く の ワー キン グ ・ グ ルー プ 
( WG) は , FlexRay 通信 に 関す る 活動 が お も な 内 容 で ず 図 2). 
FlexRay 通信 は 次 世代 の 車載 LAN 通 信 と し て 有力 で あり , 
JasPar 会 員 の 多く が 興味 を 持つ 共通 の 話題 で す . この FlexRay 
通信 は , 欧州 の FlexRay コン ソー シア ム が 仕様 を 策定 し て お り , 
日 本 の 関連 企業 は その 仕様 の 解釈 や 具体 的 な 運用 方 法 に 不安 を 
抱い て いま す . 
そこ で , JasPar が FlexRay 通信 を テー マ と し て 取り 上 げ る こ 


36 Design Wave Magazine 2006 July 


FlexRay 回 路 図 
み 雪 キシ ククル レニ ジ 較 
( 幹事 会 員 , 正会員 , 学術 会 員 ) 


標準 化 凶 
ワー キン グ ・ グ ルー プ 図 
( 幹事 会 員 , 正会員 , 学術 会 員 ) 較 


と に より , 各社 の リス ク を 回 避 で きま す . また , 各社 の 意向 を 
JasPar で 検討 する こと に より , 国内 の 製品 に 組み 込み や すい 
FlexRay 通信 を 検討 ひき る な どの メリ ッ ト が あり ます . この よ 
うな 理由 に より , JasPar で は , FlexRay 通信 に 関す る 回 路 や 配 
索 , 開発 支援 ツー ル な ど を 検討 し て いま す . いずれ に つい て も , 
FlexRay コ ン ソ ー シ ア ム で 規定 され る 仕様 に 準拠 する 範囲 で , 
国内 メー カ の 利用 が 容易 と な る よう な 運用 方 法 な ど を 検討 し て 
いま FlexRay 通信 の 規格 内 で 実利 用 を 想定 し た 運用 規格 を 
検討 し て いる . 例え ば , 通信 速度 と 接続 ノー ド 数 な ど は FlexRay 
通信 規格 に 準拠 し つつ , 車両 に 安全 に 適応 で きる 運用 規格 を 策 
定 する ). 

こう し た 活動 に より , 国内 メー カ 間 で 合意 の 取れ た 運用 規格 
を 策定 する た め , 国内 に お ける イン パク ト は 大 きい と 考え ます . 
国際 的 な 仕様 で ある FlexRay コン ソー シア ム が 規定 する 
仕様 に 準拠 し て いる た め , 本 家 で ある FlexRay コン ソー シア ム 
な どの 国際 標準 規格 団体 に , 国内 の 運用 規格 の 検討 結果 や ノウ 
ハウ を 提供 し て いく こと で , 国際 標準 化 活動 に 貢献 する こと も 
考え て いま す . 

2 に 示し た JasPar の 理念 は , JasPar ば 参加 し さえ すれ ば 
よい 」 と いう 団体 で は な いこ と を 示し て いま す . JasPar で は 知 
的 財産 権 は , 努力 し て その 技術 を 開発 し た メン バ に 帰属 し ます . 
実施 許諾 に つい て も , 非 差別 的 か つ 合 理 的 な 実施 許諾 と し な が 
ら も , あく まで 当事者 間 の 交渉 に よる も の と し て いま す . つま 
り , JasPar は あく まで も 調整 役 の 役割 を 担う こと と し て いま す . 


か つ , 


か き は ら ・ や す ひ ろ 
JasPar 事 務 局 長 / 株 ) 豊 通 エレ クト ロニ クス 取締 役 


